
●日時：2017年６月２３日(金) 
　　　　開場18:00／開会18:30 
●資料代：¥1000 
●会場：四谷地域センター 
第4集会室（四谷区民センター11階） 
　　　　　東京都新宿区内藤町87番地 
　　　　　TEL.03-3351-3314

多文化学校 2016/17 第3回学習会 
映画＋フリートーク

『わたし・たち・がつくる・運動』
　わたしたちの社会が壊されていくいま、政治権力の専横に抗議する行動が日本列島各地で繰り広げられて
います。乱世の6月に求められるアクションは、現政権の非道暴悪を阻止する活動をより強靭にすること、
そのためにも、同時代の多様な運動の思考と実践を共有することかなと考えています。その一環として、 
＜多文化学校16／17＞第3回学習会は、台湾の「ひまわり学生運動」に学びます。

[ 主  催 ] 多文化学校運営委員会　WEBサイト＝ http://tabunnka.jimdo.com  
[ 問い合わせ ] 多文化学校運営委員会事務局　〒169-0072 東京都新宿区大久保２-10-2山崎ビル1F（あらばき協働印刷内） 

TEL＝03-3205-7871　Eメール＝tabunnka2015@gmail.com

●ひまわり学生運動（太陽花學運）
　 2014年3月17日、馬英九政府は立法院（国会）で
過半数を握っているのを頼りに、「両岸（台湾・中
国）サービス貿易協定」の審議を一方的に打ち切り、
採決を強行した。市民の不満が高まるなか、翌18
日、その撤回を求めて台北の学生たちが立法院に突入
し、以後24日間にわたって議場を占拠した。立法院の
外でも、学生たちを支持する市民が数十万人に上る集
会とデモを開いて共闘した。抗議活動は全島に拡が
り、台湾最大野党の民主進歩党なども歩調を合わせ
た。運動の成果はそのごの台湾社会の変革に大きな影
響を与えている。 

●ドキュメンタリー映画『太陽花占拠』（制作：台北ドキュメンタリー・フィルムメーカーズ・ユニオン）
　2014年3月18日から24日間にわたり立法院を占拠した学生たちと、市民・NGO団体・支援者らの抗議活動の
記録。権力側の暴力への抵抗、家族に反対されながら参加した学生たちの声、研究者や警察官の告発・・・作品
には多くの独立系映像制作者が参加し、さまざまな角度から占拠を包括的に捉えている。制作の台北ドキュメン
タリー・フィルムメーカーズ・ユニオンは、2006年にドキュメンタリー映画作家らによって設立された台湾初の
独立系映像制作者の労働組合。この太陽花運動映像記録プロジェクトには100人以上が参加した。 

（作品提供：山形国際ドキュメンタリー映画祭）

＊地下鉄丸の内線「新宿御苑前」駅より徒歩5分 
＊都バス：品97新宿駅西口～品川車庫 「新宿一丁目」バス停より徒歩1分 
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